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1961年第42回那覇市議会会議録臨時会






第四十二回那覇市議会（臨時会）

事務顛末

招集年月日　１９６１年１月20日

開催年月日　〃〃23日

会期　１日





 
  	１、本会議１９６１年１月20日
  	午前　10時49分
 

 
  	午後　１時38分
 




本日の会議事件並びにその顛末下記の通り
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那議発第　号

１９６２年　月　日


 
  	行政主席
  	宛
 

 
  	那覇市長
 







那覇市議会議長




会議の結果報告について

１９６１年１月23日開催の第42回（臨時会）

那覇市議会の結果は別紙のとおりであります。

市町村自治法第63条第３項の規定に基き報告いたします。
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第４２回那覇市議会（臨時会）会議録

１９６１年１月23日（月）午前10時49分開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会いたします。本日をもって第42回那覇市議会を開会いたします。

本日の出席35人、欠席5人でありまして議会は成立いたします。ただいまから本日の会議を開きます。

諸般の報告を申し上げます。

本月20日付那総々発第３２４号をもって市長から議長宛議案の送付について文書が参っておりますので念のため書記をして朗読報告いたさせます。

○書記（新垣繁君）

那総々発第３２４号

１９６１年１月20日

那覇市議会議長高良一殿
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那覇市長　兼次佐一

議案の送付について

第42回那覇市議会（臨時会）に提出する次の議案を送付しますから、よろしくお取り計らい下さい。

記

１、議案第１号　那覇市条例中の漢数字をアラビア数字に改める条例の制定について




２、議案第２号　那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例の制定について




３、議案第３号　１９６１年度那覇市歳入歳出追加予算




４、議案第４号　１９６１年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算




５、議案第５号　１９６１年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出追加予算




○議長（高良一君）

ただいま報告いたさせました通りでございます。本議案は、それぞれ各位の御手許に配布いたしておきましたので後刻議題として、御審議願うことにいたしますから、よろしく、御了承願います。次に本月21日付、那議発第11号をもって、議長から市長宛今期議会の付議事件について、説明または質疑のため、法第61条の規定に基づき、説明者の出席要求をいたしましたところ出席者の職氏名、通知が参っておりますので書記をして朗読報告いたさせます。

○書記（新垣繁君）

那総々発第３８３号

１９６１年１月21日

議案説明者の出席について

１９６１年１月21日付那議発第11号による議案説明者として次の者を出席させます。

記


 
  	市長
  	兼次佐一
  	建設部長
  	大城竜太郎
 

 
  	助役
  	仲原英通
  	総務課長
  	宮平勝哉
 

 
  	助役
  	義永栄善
  	財政課長
  	宜野座朝恭
 

 
  	総務部長
  	崎浜国宏
  	水道第一課長
  	国吉長成
 

 
  	経済民主部長
  	阿波連本平
  	水道第二課長
  	高良安哲
 

 
  	区画整理課長
  	翁長助栄
  	
  	
 




○議長（高良一君）

ただいま報告いたさせました通りであります。

よろしくお願いいたします。

次に昨年の６月16日、アイゼンハワー大統領御来島の際、面接してお話しする時間的余裕がなかったため、御手許に配布してあります写しの通り、文書をもって、感謝の意を伝えましたところ、去った12月28日付をもって陸軍省次官から議長宛、これに対する書簡が参っておりましたので、その写しを各位の御手許に配布いたしておきましたから、それにより御了承願います。

本日の議事日程は御手許に配布しておきましたから、それにより報告に替えます。
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○議長（高良一君）

議事に入ります前に市長の挨拶がございますので、しばらくの間、御静聴を願います。

○市長（兼次佐一君）

本日ここに、第42回の臨時議会を招集いたしました理由は、職員の年末手当を１３割支給するために、職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例の制定及びこれに伴う、各種予算の歳入歳出の追加についての御承認をお願いしたい考えでございます。

何とぞよろしく御審議の程をお願い申し上げます。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では、ただいまから議事に入ります。日程第１今期議会の会議録署名人の選挙についてを議題として、議長からお諮りいたします。従来会議録署名人につきましては、慣例によりまして議長から指名しておりますが、今期もさよう取り図らって御異議ございませんか。（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では、御異議ないと認めさように決し議長から指名いたします。２番議員平良真次郎君、２番議員は欠席でありますので、４番議員の比嘉佑直君にお願いいたします。４３番議員真栄田義晃君以上御二人の方にお願いいたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第２会期議会の会期を定めることについて、議題といたします。

これは先ほど、開会前にお諮りいたしましたように、会期を本日１日と決定したいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、日程第２今期議会の会期を定めることについては、本日１日と決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第３那覇市条例中の漢数字をアラビア数字に改める条例の制定について、市長提議案第１号を議題として説明を願います。
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議案第１号

那覇市条例中の漢数字をアラビア数字に改める

条例の制定について

那覇市条例中の漢数字をアラビア数字の改める条例を別紙のとおり制定するものとする。




１９６１年１月23日提出

那覇市長　兼次佐一

（提案理由）

条例の左横書き実施に伴ない、本市条例中の漢数字及び見出し記号を改める必要があるので本案を提出する。
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那覇市条例中の漢数字をアラビア数字に改める条例

条例の左横書き実施に伴ない、那覇市条例中の漢数字及び見出し記号については那覇市公文例式及び用語、用字等に関する規程（１９６０年那覇市訓令第８号）の規定にもとづいて改めるものとする。

附則

この条例は、公布の日から施行する。
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○総務部長（崎浜国宏君）

議案第１号の提案理由を御説明申しあげます。本案は条例の左横書実施に伴い漢数字並びに見出記号がこれまでとは異なった文字で、あるいは記号を用いていることになっていたので、条例の整備上統一する必要がありますので今回提案した次第でございます。これまでの条例では漢数字が相当あり、左横書実施によりこれを全部アラビア数字に改めたいと思っております。

また見出記号につきましては、これは異なった方法により取扱いたいと思います。これから改めようという方法は日本能率協会が推奨しておるものでありまして、本土の市町村で横書を実施している所は全部これを採用しているのでございます。よろしく御審議下さるようお願いいたします。

○議長（高良一君）

次日程第４、那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例の制定について、市長提出議案第２号を議題として説明願います。

議案第２号

那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例の制定について




那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。

１９６１年１月23日提出

那覇市長　兼次佐一

（提案理由）

年末手当の額を１００分の３０増額したいので、市町村自治法第１３９条第３項の規定にもとづき本案を提出する。
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那覇市議員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例

那覇市議員に対する期末手当支給条例（１９５９年　那覇市条例第９号）の一部を次のように改正する。




第３条「年末手当」の項中「百分の百」を「１００分の１３０」に、「百分の八十」を「１００分の１０５」に、「百分の六十」を「１００分の８０」に、「百分の四十」を「１００分の５５」に改める。




附則

この条例は、公布の日から施行し、１９６０年１２月２０日から適用する。
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○総務部長（崎浜国宏君）

議案第２号の提案理由を御説明申しあげます。本案は那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正することについてでございます。改正点については期末手当の額を３割増額するものでありまして、これは諸般の状況から斟酌して妥当なものであり今回提案した次第であります。それでは諸般の状況とはいかなるものかを具体的に説明いたします。まず第一に人事委員会による政府公務員の給与引上勧告でございます。これは現行の給与に平均３ドル６４セントを引上げると共に夏期手当現行５割から１０割に引上げ、さらに扶養手当を創設するということでありますが、この事は公務員の給与が低いことを如実に物語るものでありまして、政府公務員よりさらに平均給与の低い本市職員については何らかの給与改善を行なわなければならない時期にいたっておると考えられるのでございます。それから昨年１２月末現在におけるところの本市職員の負債状況については、市職労共済部から調査した結果次のような数字になっております。昨年一年間における共済部貸付状況は貸付総人員２，１３６人、月平均１１ドル８７セント、このように毎月１７６人の借入者があり、そして毎月一人当り１１ドル８７セントの返納を行っており、従いまして支給額は勢い減少し、毎月２ドル以下の支給者が相当数あるのでございます。これを数字で申しあげますと、２０ドル以下が６２人１０ドル以下が４３人５ドル以下が２３人、支給のない者が４９人計１７７人となっております。年末手当は申すまでもなく越年資金として支給すべきものでありますが、先に申しました通り職員の生活は相当逼迫した状況にありまして、越年資金は借金してあったものが相当数おることは明らかでございます。従いましてこれから年末手当として３割増額支給することは借金による越年資金に充てることにもなるので年末手当、１３割支給の線は妥当な措置であると考えておるのでございます。なお企画総計局の調査による那覇市における消費物価指数は一昨年７月から昨年７月までの期間において１．８％上昇していること、並びに同期間における消費支出は１世帯当り平均７．２％増加しておることは明らかとなっており、かかる面からも給与改善を行うことは妥当であると思われるのでございます。結論といたしまして職員の生活安定を図るということは公僕としての資格と責任を全うさせる第一の要件でありまして、直接市民へのサービスに結びつくものであります。今回期末手当を三割増額支給することはあらゆる面から考えて妥当でありますので提案いたした次第でございます。よろしく御審議くださいますようお願いいたします。

○議長（高良一君）

次日程第５．１９６１年度那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案第３号を議題として説明を願います。
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１９６１年度那覇市歳入歳出追加予算

議案第３号　歳入
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歳出
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○総務部長（崎浜国宏君）

議案第３号１９６１年度那覇市歳入歳出追加予算について御説明申しあげます。今回の追加総額は１万３，４２０ドルで、去った１２月定例議会で更正減となって事業税本年度分１万ドルと実績によって増収が予想される市有地賃貸料収入３，４２０ドルとなっております。これを財源として歳出では職員の年末手当３割と、事務能率を計るため本年より文書が横書に変わり用紙類を始め書類の整備等のため消耗品費の不足が予想されるので追加計上したわけでございます。よろしく御審議くださいますようお願いいたします。

○議長（高良一君）

次日程第６．１９６１年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算、市長提出議案第４号を議題として説明を願います。
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１９６１年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算

議案第４号　（歳入）
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（歳出）
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○建設部長（大城竜太郎君）

ただいま提案されました、議案第４号１９６１年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算について、御説明申し上げます。今回の追加予算の主なるものは、年末手当３割、２，３５７ドルを各費名の職員手当に計上したのであります。なお、水道公社よりの原水並びに浄水費として、受水費に、３，２０４ドル計上し合計５，５６１ドルとなっております。

従いまして、これらの歳入財源といたしましては、１９６１年度の水道使用料すなわち通年度収入によりまして、実質的に増収額を計上したのであります。よって前回までの総予算額が１４８万７，９９０ドル今回の追加額５，５６１ドル合計１４９万３，５５１ドルとなっております。何とぞよろしく、御審議のほどをお願いいたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第７，１９６１年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出追加予算市長提出議案第５号を議題として説明を願います。
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１９６１年度那覇市土地区画調整事業特別会計歳入歳出追加予算

歳入　議案第5号
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歳出
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○建設部長（大城竜太郎君）

ただいま提案されました、議案第５号１９６１年度土地区画整理事業特別会計歳入歳出追加予算について御説明申し上げます。

本追加予算案は、議案第２号により職員に対する期末手当支給条例の改正に伴う予算措置でございます。すなわち従来の期末手当、１０割を１３割支給することになりますので、その追加額５９９ドルを追加計上したのでございます。何とぞ、よろしく、御審議下さいますよう、お願い申し上げます。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

一応上程された議案についての説明を全部終わりましたのでただいまから、説明に対する質疑に入ります。

日程第３．那覇市条例中の漢数字をアラビア数字に改める条例の制定について、市長提出議案第１号を議題として、質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑討論を省略して、採決に入ることについて、御異議ありませんか。（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では、採決に入ります。

日程第３那覇市条例中の漢数字をアラビヤ数字に改める条例の制定について、市長提出議案第１号につきましては、原案通り承認することに、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では、日程第３については、原案通り承認することに決します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第４．那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例の制定について、市長提出議案第２号を議題として、質疑に入ります。

◯新垣松助君

市長に質問いたします。

市の職員の期末手当１３割が、去る１２月の定例会で否決になったが、今度の臨時議会に、市長が１３割の期末手当を再提案されておられるが、現行条例規定は１０割であるが、１３割に条例規定を改正した場合、市民の市民税に対する納税思想に支障をきたすことはないかと思うが、どうか、これが一つ。もう一つ、期末手当は１０割から１３割に増やすより、全職員の俸給額を引き上げてやるのが、正当ではないかと思うがどうか、これが一つ。

今度年末手当を１３割と決めた場合、次にくるのは、俸給引上と夏期手当の引上のストが予想されますが、市長はそのときの措置は、いかなるお考えに出られますか、以上三点を質問いたします。

○市長（兼次佐一君）

お答え申し上げます。期末手当の支給条例を改めて、期末手当１３割を支給することによって、市民の納税思想が低下するのではないかという御質問でございますが、さようなことはないと考えておるのでございます。

なぜならば、期末手当の支給条例を改正して、３割上げて年末手当に、これを、支給するということは不当な待遇を待遇改善によって、不当に多額の支給をするということではなしに、すでに、議案説明の際に、総務部長から御説明申し上げました通り、現状からいたしまして、妥当な線であるという立場においての支給でございますので与えるべきものは与えて、そうして、市民のために働かせるという、この考え方の上に立ってのことであり、決して、納税の上に悪い影響はこないものと考えておるのであります。

２番目の期末手当を上げることよりは、基本給すなわち給料を増額することが正しいのではないかという御意見に伴った御質問でございますが、これは申し上げるまでもなくソロバンをはじきますと、その答えとして出て参りまするのは、３割の期末手当の増額というよりも、基本給料の値上げということが職員にとって実質賃金として、これを受け取る場合に、より有利になるということは申すまでもないのであります。しかしながら今回、提案しておりまするものは、期末手当の議案でございまして給料に対するものとは、別個のものであるわけでございます。

従いまして、期末手当の支給条例の改正に伴って３割高、増額したいということでありまして、給料という問題とかみ合わせての考え方は今日の場合、議案として、その考え方を打ち出すまでにいたつておらない次第であります。次に今後給料の値上げ等について同じような要求が行なわれるのではないかという御意向でございますが、人間の生活が社会の進展に伴いまして毎日増進していくとという昨今の情勢からいたしまして給料の値上げということもまた考えられなければならない問題であろうと思うのであります。

従いまして今回期末手当の値上げをすることによって将来給料の値上げが全面的にストップするものでないと考えております。

○新垣松助君

３番目のことについてもう一ぺんしっかりとした御答弁願います。たとえば１３割と年末手当を決めた場合に、給料の値上げと今後の夏期手当の引上げのストが予想される、こうされた場合に市長としてはいかなる措置を講じるか、またいかなる態度で臨まれるかお伺いしたい。

○市長（兼次佐一君）

今後給料を値上げあるいは手当の値上等についてストが行なわれるような場合にはどういう措置をとるかという御質問でございますが、ストということは最悪の場合に発生するものでございまして、特に市の職員の方では先にストを行いましたことにつきましては十分に反省をしておるのであります。従いまして、今後は市長と職労の間に十分に納得のいくような話し合いをして、そうして市民にも納得のいく線において問題の解決をつけていくよう努力いたしまして、ストということは再び発生しないように双方において努力したいと、こういう考え方をもっておるのであります。

○大山盛幸君

先ほどの議案説明に総務部長の方から二、三の例をあげて、結局職員の生活安定をさせることによって市民へのサービスを強化させるという御趣旨の提案でございまするが、その趣旨は大いに賛同いたしますが、この問題は非常に市民にも関心をもたれている問題であります。その点につきましては先ほど新垣議員がおっしゃったような納税思想の面にも影響するのではないかという危惧をもつ方もおるのであります。御説明の中にはなかったのでありまするが、想像いたしまするに、当局といたしましてはスト権を確立したところの職労が、この１３割のボーナスを得られた場合にはまた提案しない場合に必ずストに追い込まれる、ストをするというような懸念も確かにあるんじゃないか、もしストを起された場合における市民への損害、これについて具体的な調査資料でもございましたら、市民にこういう莫大な損害を与えていけないからという意味から納得のいく説明をしなければならなぬと思いますので、その点お伺いします。

○助役（仲原英通君）

ただいま大山議員の方からの御質問を受ける前に、ストということについて、先も市長の方からお話がありました通り、組合側も十分今後についていろいろ慎重に考えて十分納得のいくような話し合いのもとで、今後問題を解決しよう、そうして財政についても十分那覇市の現状を組合側でもよく調査して、それで無理のないようないき方を今後やろうではないかということを、再三私の方からも話しておりますが、その点も十分組合は納得しております。今回起こりましたストについても、多少行き過ぎはあったと思いますので、その点も組合側としても十分反省の色を見せております。しかしこれも現在横たわっている１３割の問題が解決せない場合、特に組合としてはスト権を確立している以上はこの問題を早く解決してもらいたいというので万一を憂えましてこういった調査はやりたくありませんでしたけれども、臨時議会を開く以上はあくまでもこういった最悪の場合を予想いたしまして、ある程度調査を行っておるわけであります。

もしこの調査が各窓口において十分討議され、今日までの実績を見たケースでありますのでみなさんにお知らせいたします。

１ヵ月の平均を見ました場合に窓口、まあここに何十という項目がありますけれども、これを一々説明するのもどうかと思いますので、平均を申しあげます。一ヵ月平均件数が５万２，４９２件、そうしますとこれを金額になおしますと４万１，４４２ドル１６セント、一日平均件数が１，７２６件。それから一日平均の歳入面でありますが、１，３８１ドル４１セントという数字になるわけであります。かようにして多数の、何万という数字に及ぶ件数を一日、月に処理しなければならぬという場合に、もし最悪の事態でも起った場合には、これは当局の窓口だけでありまして、市民一人一人の受ける損害というものはこれまた簡単にできるもんじゃあないというので、まあ当局から受けるその日その日の被害件数をまず見積ったわけでありますが、これは各窓口から拾い集めた数字であります。以上御参考までに申しあげます。

○議長（高良一君）

ほかに質疑ありませんか。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑がなければ打ち切りまして討論に入ります。
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（「今の議事の運営について」と呼ぶ者あり）

○高良清二君。

まず初めに議案の処理について一応お尋ねしてから質疑に入りたいと思います。

議長のお考えとしては日程第４の期末手当支給条例の一部を改正する条例の市長提出の第２号を今すぐ処理したいという考えでありますか

○議長（高良一君）

今期が１日となっておりますのでこれをきょう１日で処理するためにはその方法しかないと思います。

○高良清二君。

それでは期末手当の支給の条例をただいま改正するまさに決定されんとしておるがこれを決定する前にほかの予算案についても一応検討を加えておかなければ条例を今可決になった場合には勢い予算措置をしなければならない、予算措置が十分できるかどうかの見通しもないのに予算が果してできるかどうかは疑問が生じます。予算案をがむしゃらに通そうとしてこれを通していった場合には勢い水道事業面においては水道事業の追加予算をみた場合には歳入追加の５，６６１ドルに対して３，２０４ドルという浄水並びに原水購入費を除き、残こりは全部期末手当の方に処理される区画整理事業におきましては区画整理地域替費地を処分してこれを期末手当にあてようという考え方である替費地というのは那覇市の所有する財産ではなくしてこれは区画整理事業地域におけるその工事区に造作しているところの土地所有権者の所有の財産を処分しているということになるのでこの面も十分審議をつくされてあとでなければ期末手当の即決はできないはずだと私は思います。

予算案を期末手当の支給を増額してからやろうという考え方は余りにも薄弱だと審議が薄弱過ぎてあとでどうにもならない、ひとの財産も勝手に売らなければならない水道事業の予算の内容も検討しなければならないのにそれを措置しなければならない羽目に追い込まれていくがその点は議長としてももっと十分考慮してやることじゃないかとこう思います。

これについて議長どうお考えになりますか。

○議長（高良一君）

それはまああなたのおっしゃる通りですがね、これは日程第４につきましては条例の改正ですから条例の改正は即決して５、６、７の予算に関連しては今あんたのおっしゃるようにやっていいと思ってるんです。あなたがこれをもつと慎重にということならばですね。

（「一応休憩して下さい」と呼ぶ者あり）

そういうことならばですね、その通りでもいいと思うんですが

（「議長一応休憩して下さい」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ではしばらく休憩いたします。

（午前１１時２９分休憩）

（午前１１時３１分再開）
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○議長（高良一君）

開会いたします。ただいま休憩中に協議しました通り一応日程第４は質疑続行のままあと廻わしにいたしまして次に移ります。

日程第５、１９６１年那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案第３号を議題として質疑に入ります。

（「今の議題はどうなっておりますか」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

一応関連する議案の質疑に入ってあとで上程することにいたします。

○宮里敏慶君

財産収入についてお尋ねいたしますけれども財産収入の３４２０ドル計上されておりますがこの地所賃貸料はどこの土地であるかまたいくつぼであるか。お尋ねいたします。

（「これは委員会の方がいいな」と呼ぶ者あり）

（「委員会付託するんですかもう少しはっきり

してもらわぬと困るよ」と呼ぶ者あり）

（「御答弁願います」と呼ぶ者あり）
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○総務部長（崎浜国宏君）

お答え申し上げます。

当初予算におけるところの予算の計上は調定の８０％になっていたのでありますが今度調定の８５％にしてございます。

数字的に申しますと月調定見込額が５７０１ドル２９セントこれで年間の８５％にいたしますと年間収入見込額５万８１５３ドル１５セントになるわけでございます。計上済額が５万４７３２ドル３８セントになりますので年間収入見込額５万８１５３ドル１５セントから予算計上額の５万４７３２ドル３８セントを差し引きいたしまして３４２０ドル７７セントになりますので３４２０ドルを計上しているわけでございます。いわゆる総体でございます。

○渡口政行君。

総予算のうちの人件費ですが今度の３割の年末手当を包含して予算に対する人件費の分を説明願います。

○総務部長（崎浜国宏君）

お答え申し上げます。総予算に対する人件費の割合いというよりも総予算の中にやはりいろいろ市債そういったものが全体含まれておりますので考え方としましては総予算に対する人件費の割合は今数字的には申し上げられませんが経営財源に対するところの人件費の割合が対象の確実なものであるという考え方から調査してあります。これは５０．２％になっております。御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

ほかにありませんか。ないようですから日程第７、１９６１年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出追加予算市長提出議案第５号を議題として質疑に入ります。

（「今までのあれは質疑続行のままでしょうか」「はいごさいませんか」と呼ぶ者あり）

○新垣松助君

水道事業でしよう。

○議長（高良一君）

いや区画整理ですよ、

○新垣松助君

区画整理の５９９ドルのこの替費地処分に対しましてこれは前の議会の委員会でも御説明なされたはずですがこれはどういうふうな替費地であるか、たとえば市がこれをこの替費地処分のこの替費地に対しては市が処分してそれで俸給をまかなう、または工事にあてる替費地であるかまたはこの地積地番に対してどの範囲のこの地域であるか、これを一つ御説明願います。

○区画整理課長（翁長助栄君）

お答えいたします。区画整理事業を行う場合事業の費用すなわち工事費並びに事務運営費こういったものはすべて替費地処分によってまかなうというのが当初からの計画でありまして当然職員の給料並びに手当そう

いった面も替費地処分による収入から支払われておるわけであります。なお５９９ドルの替費地処分収入は場所としては主もに替費地が残っておりますものは約一万坪近くありますが主に辻それから那覇港の附近に現在残っております。なおその処分の方法についてはちゃんと処分規則がありまして一般に入札を行って処分をしております。

○高良清二君

翁長君、今の新垣議員の質問は５９９ドルの替費地はどれであるかという御質問だと思いますが私はその通りに質問の趣旨はくんでありますがそれはどこであるかそれを説明して下さい。

（「辻方面です」と呼ぶ者あり）

（「替費地を処分するのに方面ということがありますか」と呼ぶ者あり）

○区画整理課長（翁長助栄君）

現在替費地は先ほど申し上げました通り一万坪近く残っております。その筆数にして１００筆のうち８０筆ぐらいの土地が先ほど申し上げました辻方面それから那覇港を中心としてまあ５０坪内外の地積でありますのでこれをどれを処分するかということについては現在処分の方法としては今処分した方がよろしいというまあたとえばあの方面は民家が密集していない、しかしここは密集している立退きするということがありましてそういったことを考えまして替費地を処分しておるのであります。今５９９ドルの替費地がどれを処分するかというと平均坪あたり３０ドルといたしますと２０坪ぐらいの替費地でございます。それを予算を編成するにあたっては市有地みたいに何坪という工合ではなくしてどうせこれは替費地処分すべきものでありますのでその時期を本年度で処分したいということでありまして別に土地をハッキリ限定しなくても運営上よろしいというような考え方でまあこういうふうに計上したのであります。

○宮里敏慶君

区画整理事業は地主が祖先から受け継いだ貴重な土地から３割を提供して事業は行われております。この区画整理事業は相当長年かかって長年かかると同時に人件費も相当の人件費が要るのであります。この事業は地主が３割提供する、今申し上げた３割提供によって事業は継続していられるがなかなかその区画整理事業がはかどらないいつこの事業は完成するのかどうかはっきりしたことを御答弁願います。

◯区画整理課長（翁長助栄君）

お答えいたします。現在区画整理事業の現況はすべての土木工事を終わり、これを清算事務に現在入っているわけでございます。清算の事務と申しますと各一筆一筆の土地の坪数の確定、さらに登記所と土地台帳との地積の違いを調整するという事務さらに一般のあるいは町名地番による換地処分の案を作る作業そういったのを現在やっているわけです。

さらにもう一つ実際に清算事務に入っているのは換地を行う場合総渡しをしてある分については一時に大金を出して精算をする場合には地主の場合経済的に困るのでこれを一ヶ月あるいは２０日それから分割をして可能な金額を分割して支払っている現状であります。それが現在仮清算として約３００筆の増換地の仮清算に入っております。

こういった事務が結局本年度さらに６２年度の終わりまでには一応終わる予定をもっております。

６２年度の来年の６月までに終わる計画を建てて仕事を進めております。

○宮里敏慶君。

区画整理事業の工事は完了しておる。それの事務面において計画をたててやるという御答弁のようでありますがこの事務というのがなかなかむずかしいこれは６２年度には本員としてはおそらくできないだろうとみておるが換地処分はいつごろから始めるかそしてまたこれは登記所とも関連があるが登記所とはいかなる折衝を続けておるか御答弁願います。

○区画整理課長（翁長助栄君）

現在行っている区画整理事業の面積は７０万坪で筆算にして７０筆こういうふうになっております。これを一度に換地処分すると登記所の方で非常に困る、登記が全面的に停止しますので非常に地主に迷惑をかけるというようなことがありますのでこの件については登記所とよく相談をしてその７０万坪の広さをある適当な範囲で区切ってその都度換地処分の申請をしようというふうに、話をまとめてあるわけです。

まず最初に、美栄橋地区を、換地処分をするように、計画しております。これが、事務の計画をしては、４月ごろ処分の認可申請ができるものと考えております。なお、しかし、登記事務と、いろいろと、関係がありますので、細部にわたる、一筆でもおかしいのがあると、全部に影響しますので、そういったのを現在調査中であります。

一応４月に、美栄橋は今申上げました、適当な範囲において、換地処分の認可申請を行う予定であります。

（「進行」と呼ぶものあり）

○高良清二君

区画整理課長にお尋ねいたします。あの区画整理事業費あるいは替費地処分する問題ですね

たとえば、久茂地工区、若狭工区、久米工区というのがありますね。その工区は、各々の工事区において、清算事務がなされるということを聞いておりますがその点はどうですか。

○区画整理課長（翁長助栄君）

区画整理事業の清算は、各事業ごとに清算をするわけでございます。現在行っている区画整理事業は、二つの工区からなっております。一つは、美栄橋地区、区画整理事業、その他の場所を那覇第１地区、区画整理事業、この二つにわけて清算をいたします。

なお、久茂地工区とか、あるいは、崇元寺工区とかありますが、これは工事施行に際しての工事の区域でありまして、清算とは別に関係ございません。清算は、那覇第１地区は全部一緒に、金銭的な清算はなされなくちゃならないわけでございます。

（「進行」と呼ぶ者あり）

〇議長（高良一君）

それでは質疑を全部打ち切りまして、まあ１２時になっておりますので、午後から始めたらいかがでしょうか。

（「水道事業を終ってから」と呼ぶ者あり）

（「これは済んだ、ですよ」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

休憩いたします。

午前１１時４８分休憩

午前１１時４９分再開

◯議長（高良一君）

再開いたします。

では、午後１時から、再開いたします。

午前１１時５０分休憩

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

再開いたします。日程第４、那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例の制定について、市長提出議案第２号を議題として、討論に入ります。

◯又吉久正君

議案第２号那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例の制定について、期末手当支給条例の一部改正案は、去る１２月の定例議会で、３０対８の大多数により否決になりましたが、その後、いろいろと情勢の変化により不本意ながら次の理由をあげて、議案第２号に賛成いたします。しからば、不本意とは何か。

１、期末手当１３割をかちとるために法の盲点をついてスト権を行使して職場を放棄したことは、市民に大きな迷惑をかけ、有形無形の損害を与え、市民から大きな批判をうけたことである。

市条例には、期末手当１０割を制定しているにかかわらず、１４割請求して職場放棄したことは、間違っていると思う。なぜならば、市職員の給与ベースが政府公務員より安いので、政府公務員並、生活給を値上げするのが妥当だと思わる。市長は１３割を提案し、議会でも、ぜひ通過するよう強く要望し、また日曜返上して、わざわざ総務委員会へ出席して、１３割を認めてくれと頼み込んでいるにかかわらず、市労組は反対に市長をつるし上げた行為は妥当ではない、なぜならば、市長が誠意をもって提案してから、市職労は、市長と一体となって、議会に要望するのが妥当ではないか。

市職労から新聞に大きく報道された、「市民に訴える」この内容は、経済闘争ではなく、政治闘争で、市長と議会への挑戦状と何ら変りはない、賃金闘争ならば数字をあげて、政府公務員の給与ベースと市職員の給与ベースとの比較対照や他市町村または日本本土との比較等をあげて市民にわかり安く納得のいくように説明するのが賢明の措置ではなかったか。

以上申し上げた点については、不満である。名誉ある市職員として、今後大いに反省を促したい。次は、賛成理由を申し上げます。本員は去る１２月に提案になったときも、あらゆる角度から、微に入り細にわたって、検討した結果１２割が妥当の線であると、数字的に準備してありましたが市職員は、１３割から、絶対ひかないと強気であるし、また議員も条例通り１０割と決定しましたので１２割の調整は困難でできなかったのでございます。では、なぜに１２割が妥当であったか。市財政面においては、経常財源と経常経費のバランスが、１９５９年は期末手当１０割を支給して、市税総額の８９．６％で本年度に１２割を支給した場合は、市税総額の８９．５％の割合になりますので、５９年度１０割支給と本年度１２割支給の総額は、約同額であり、財政面に支障はないことになる。同じ那覇市で生活している政府公務員と那覇市の職員の年収賃金を検討した場合、政府の年収賃金は、５０ドル５０セントで、那覇市職員は、平均約４８ドル８７セントで、１ヵ年に政府公務員より、１４ドル１６セント安い計算になるのであります。その１４ドル１６セントを補うためにも、市長が１２割の線を打ち出したことは妥当であったが市職労は１４割かちとるために職場放棄をしたそのために市民に不利益を与えてはいけないとの意味で市長は１３割で妥決したことは止むを得ない措置であって市長が１３割で妥決したことは少しも不備はないと思います。次は生活給との対照１９５８年７月ごろの生活給は５人家族で６０ドル９０セントでございましたが現在ドル切り換や物価高騰のため５人家族の生活給は６２ドルになっているので市職員の給料では生活に苦しんでいることは明らかであります。

日本は世界の低賃金といわれていますが日本政府の総労働者階級の平均給与は２万２６０８円となっていることです。ドルに換算すると６２ドル８０セントで沖縄よりはるかに高いわけです。また物価は反対に沖縄が高いので生活が苦しくなることは間違いないことになる旧年末に政府人事委員会より第９回目の給与改善勧告がなされその給与が一般職のベースアップは平均０．７％の引き上げで平均３ドル５４セントのアップで勧告されている現在の政府平均給は５０ドル５０セントでありますがその勧告通りやると５３ドル６９セントに大幅に引き上げられることになります。また新設の扶養手当が配偶者及び１８歳未満の子供のうち一人が月１ドル３０セント他の扶養者は一人につき９０セントの扶養手当の支給が勧告されております。

沖縄は戦前から低賃金制で生活に非常に困難でありまして日本並の生活給に引き上げて人間らしい生活を営むことが理想であります。

以上申し上げた点からすると１３割の期末手当もあえて反対はできないことでございます。次は市当局や職員に要望いたしますが本会議が通過したのちは市長と職員が一体になって全精力を打ち込んで市民へのサービスに十分なる努力をして下さるよう要望を附して本案を賛成いたしますので議員諸公の御賛同をお願いします。

◯比嘉朝四郎君

市民間の関心事でありますがボーナス増俸の問題につきましては去った１２月２７日論議に論議をつくしまして

人民党の諸公のほか３０名をもちまして否決したのは真新らしい新事実であります。それから一カ月もたたないうちにどういう事情があったかしりませんが市長が議会をあやつるといいましょうか小ばかにした態度につきましてはこれは糾弾すべきだと思いますがここではそういうことはやめまして私たち議会人といたしましていわゆる政治信念にもえておる私たち議会人としまして果してきようはこの決議案が通るかどうか私は疑問に思っておるものでございます。当然これは私たちの政治信念として通らぬ問題と思っております。

以上簡単ではありますが私は本案について反対意思を申し述べて私の反対討論といたします。

◯赤嶺一男君

私も簡単に討論いたしたいと思います。日程第４議案第２号に対しましては反対いたします。理由は１２月の議会から今日までの期間を振り返った場合に一カ月足らずであります。これは当然私たち議会人としてはもちろん法的には会期を異にするということでありますが議会人の常識として同一議会であるというようにみてしかるべきであるというように考えております。従って私は特に総務委員会において去った議会に慎重審議をしたつもりでおります。その間これを尊重しなければならないという理由をまだみつけることができませんので去った議会と同様な態度をとりたいというように考えております。私はこのボーナス問題に対しまして感じますことは新年度の予算において予算を計上し条例も改正してのぞむというようにいくのが常道ではないかというように考えますし従って６２年度の予算計上ということに対しては本員も職員のためにそのすべての増俸というものを図るのに吝かではないということをここでつけ加えておきたいと思います。次に納税思想ということについて取り上げたいと思います。私ある集会の席上でちょうど去った議会の最中でありますが職員の今度のボーナス闘争ということに対しましては市民としてこれまで積極的に納税をしてきたが今後はしないと自分でもっていって納めたんだが今後はそういうような納税をしない職員が税金を徴収にきても直ちに納めないと従来は生活を切り詰めて納税したんだがわれわれの納税の協力というものに対して職員は認識を欠いておるとこういうことをある集会で市民の方が言明しております。こういうことを考えました場合にもっと今度のボーナス闘争については日にちをかけて市民を納得させてその上であげていくという方法をとった方がもっとも好ましい態度ではないかと本員は思いますのでこの三点をあげまして2号議案に反対をいたします。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○高良清二君

原案に反対いたします。理由、先ほど提案理由の説明をしていただきました総務部長の言を借りて一応検討してみたいと思います。総務部長の説明の中から気づきますことは職員が共済会から借金している職員の数が多いし金額も多いそれから統計局の物価指数が高くなって市民の生活が

苦しいよって職員もその苦しい生活を改善していきたいために１３割のボーナスの支給が妥当であるとそれからこの支給を１３割を支給しなければストをするであろう　そうなると市民に対する被害が物心両面から被害が相当多いので　それを防ぎたい　というような説明があったように承っております。それから助役の説明からいたします。経常経費に対する人件費がボーナスを含めて５０．２％をいっておるというような説明であります。本員が先ほど赤嶺議員の意見に賛成いたします点はつい真新たらしい最近の議会におきましてはるかな差をもって否決になりました　この議案が一カ月そこらで再び議案が出てきたその間に人事委員会から確かに給与改善の勧告が出ておることはわれわれも新聞で承ってよくわかっております　これは人事委員会が出されたことは将来改正しなければならない　当然な勧告でありこれには検討を加える十分余地があると本員もよくその勧告については十分了解しそうでなければならないということは基本的にはよくわかるのであります。ところがこれは時間の問題でありましてこの前３０対８で否決になった、本件が勧告が人事委員会から出されたすぐ賛成当然そうしなければならない　というようなことについては余りにも索然であり余りにも事態の急激な変化とみているその考え方については基本的に賛成しかねるのでございます。と申しますのは人事委員会からの勧告は当然将来にはそうすべきでありすぐ先月のものが今月にそうしなければならないというような即決すべき意見ではないのであります。

それはその勧告案に従って新年度予算に当然これを考慮に入れてやるべきではなかったかこういうふうに思うものでございます。それから共済会から借りて負債あるいは越年資金に困っている　それで給与ボーナスを１３割も上げて借金したものを返えさせてやりたいこれは親心として当然かもしれない。ところが借金自体について市の財政でそれを措置しなければならないというような考え方は基本的に誤まりではないかというように考えておるわけでございます。職員が借金すれば給与をあげて年越しをさせてやりたい、あたたかく正月を迎え新年を迎えさせたいということは　その親心については賛成いたしますが借金したことでこれを償還するために給与を上げたいという考え方は余りにも薄弱ではないかと思います。

いろいろ賛成反対の意見もあったのでありますが要するに職員の給与改善については議会も当局も重々御考慮し将来職員の給与を上げて豊かな生活をさせたい。市民へのサービスを図るようにさせたいということは当然の措置であるそうしなければならないということは基本的に賛成であるがしかし先月３０対８で否決になった問題が一ヵ月そこらでこの問題が再び同じ議案として出されてくる事態は当局の考え方においてもおかしいような気がする一応議会の議決があった以上は相当期間でも経ておれば事態の変化ということは考えられるが、それが、短時日を経て事態の変化という考え方は議会の議決はけしからんというようなその当局の腹が余りにも私は満足しないのであります。

それから経常経費に対する人件費のパーセンテージが５０．２％であるという場合においては市の財政が豊かであればその割り合いによって人件費を増していいがという考え方は私はこれは誤りだと思います。

財政と比較して人件費を上げたいということは基本的におかしい那覇市の財政は市民として不当に豊かになるのを願わない市民は一人もおらないはずであります。次々に建設業をなし市の財政が豊かになるということは当然そうあってしかるべきでありそれを歓迎し議会も当局も十分考慮すべきであるがいわゆるボーナスをもってこれを算定の基礎にするということは余りにも算定の基本において間違いではないかと私は思うわけであります。人件費は職員の給与のベースはいくらでなければならないか、という基本的な線を打ち出して財政が豊かであろうがなかろうが基本的な資金を守るべきであり、財政が豊かであるから引き上げなければならないという算定の基礎において私は疑問をもちます。将来市の職員の給与の改善を図りそれを豊かにしてなさるべき問題であって時期的にあまりにも１ヵ月の短時日にこれをかえようという考え方にまだまだ十分考慮する余地があると考えるものであります。それから今度１３割支給しなければスト権を確立して非常事態に入っておるのでどうなるかわからないこの事態については市長が余りにも職員に対する侮辱ではないかと私は思うわけであります市の職員は前のボーナス闘争で確かに市民の批判もあったので今度の闘争についてはスト権の問題は十分考慮するはずであり１３割やらないからストを確立するんだというような市の職員ではないはずであります。それから現行条例において１２月の年末ボーナスは１０割であることははっきりしているはずであるが市長は１３割支給することを確約し議会のあることを忘れていかにも自分一人でどうにもなるんだというような市長の考えが私はあまりにも軽薄であり自分のソロバンを切りかえる一時的な便方の手段をもって職員労組に回答したその態度においては私は重々市長の態度を批判するものであります、以上の理由からいたしまして原案に反対するものであります。

○宮城実君

まあいろいろ見解の相違もあるようでございますが職員給与の改善向上ということはわれわれは合理的に段階的に解決していかなければならないのがわれわれの基本的な態度であります。この条例改正すなわちボーナス問題は沖縄のいろいろな矛盾した問題を露欠しているものであるというふうに私は考えておるものであります。すなわち沖縄の現状というものは物価は高いその割合に給料ははるかに低いそして社会保障というものはゼロに等しいままごとみたいの社会保障しかないというのが現状でありまして一般大衆というものは非常に生活に苦しんでいる琉球政府の統計によりましても沖縄の一人あたりの国民所得というものは１８０ドルである本土に比べた場合に約半分であります。２分の１であります。

また、昨年度の日本本土の自治体の年末手当の支給状況を見ましても、本棒の約３０割が支給されておるのであります。

先進国におきましては、勤労者の関心というものは、賃金よりも社会保障にあるということが言われております。

その事は、すなわち、勤労者の賃金が食える賃金であるということでありましょう。公務員の給与というものは、民間の会社の給与に比べて決して低いものではないということは事実であります。相当の水準にあることは事実でありますしかしながら公務員の給与というものは、そういう全体との比較によって決められるものではないのであります。

それ以前の解決すべきいろいろな問題が山積されておるのが沖縄の実情ではないかとこう思うものでございます。物価は安くなる気配はない。ボーナスをもらえば２、３割は税金となってふっとんでいくし賃金が上がれば待っていましたとばかりに税金をぶっかけていくのが沖縄の実情であります。

そして手にとるのは、わずかな額にしかならないというのがほんとうの実情ではないでしょうか。このように今度のボーナス問題が一部の施政の重要策というよりは、沖縄のいろいろな矛盾した諸問題を含めてわれわれは祖国復帰につながる運動であり、また、その一環として考えていかなければならない問題である。私は、そういうふうに考えるのであります。ボーナスを削って事業面に回わすというのも、理屈であります。仕事をするのは職員であってわれわれは、仕事をする職員であるというこの事実を忘れてはならないと思うのであります。去って１２月２６日には、人事委員会の勧告も出ましたし、先ほどからいろいろと査定もされた通りであります。また、那覇市職員組合も、ちょっとしたいざこざで市民に迷惑をかけたことにつきましては、いろいろ反省しておりますし、１３割支給というものは、妥当というよりは、沖縄の現情勢は、もっともっとわれわれは引き上げていかなければならないという、こういうような方向に、われわれはさらに努力していかなければならないということを申し上げて賛成の討論といたします。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では、討論を打ち切りまして、採決に入ります。

日程第４那覇市職員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例の制定について市長提出議案第２号について、原案に賛成の方挙手を願います。

（「よろめいたが、たくさんいるな」

「よろめいてはないよ」「手をあげておるのは何名か」

「正しいものは常に勝んだよ」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

３６名出席のうち２４名が賛成であります。ので原案を承認することに決します。

―――○―――

○議長（高良一君）

次は日程第５ １９６１年度那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案第３号を議題として討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論もないようですから討論を省略して採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第５ １９６１年度那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案、第３号につきましては原案を承認することに異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では御異議ないようですから原案を承認することに決します。

―――○―――

○議長（高良一君）

次日程６ １９６１年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算市長提出議案第４号を議題として討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

討論もないようですから採決に入ります。

日程第６ １９６１年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算市長提出議案第４号について原案を承認することに、異議ございませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

それでは、異議ないようですから、原案を承認することに決します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第７ １９６１年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出追加予算市長提出議案第５号につきまして、討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者

◯議長（高良一君）

では、討論はないようですから採決に入ります。

日程第７ １９６１年度土地区画整理事業特別会計歳入歳出追加予算市長提出議案第５号につきましても原案を承認して異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議はないと認め原案を承認することに決します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

以上をもちまして今期議会に付議された議案の審議は、全部終了いたしました。引き続き市長の挨拶がございますのですばらくの間御静聴を願います。

◯市長（兼次佐一君）

御多忙の折に臨時議会を招集いたしましたところ議案を御通過させて下さいましてまことにありがとうござい

ました。

○議長（高良一君）

ではこれをもって第４２回議会を閉じることにいたします。長時間にわたり慎重なる御審議誠にありがとうございました。

（午後１時３８分閉会）
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１、出席議員（３９名）


 
  	　１番
  	久場景善
  	２０番
  	宮里敏慶
 

 
  	　２番
  	平良真次郎
  	２１番
  	瀬名波栄
 

 
  	　４番
  	比嘉佑直
  	２２番
  	玉井栄次
 

 
  	　５番
  	赤嶺一男
  	２３番
  	高良清二
 

 
  	　６番
  	渡口政行
  	２４番
  	糸数昌剛
 

 
  	　７番
  	森田孟松
  	２５番
  	大山盛幸
 

 
  	　８番
  	儀武息睦
  	２６番
  	玉那覇有義
 

 
  	　９番
  	金城武一
  	２７番
  	辺野喜英興
 

 
  	１０番
  	仲尾次盛夏
  	２８番
  	上原文吉
 

 
  	１１番
  	高良一
  	２９番
  	比嘉朝四郎
 

 
  	１３番
  	仲松庸全
  	３０番
  	渡口麗秀
 

 
  	１４番
  	喜久山朝重
  	３１番
  	宮城実
 

 
  	１６番
  	石原昌進
  	３３番
  	崎山喜達
 

 
  	１７番
  	金城賢勇
  	３４番
  	具志清裕
 

 
  	１８番
  	玉城正次
  	３５番
  	又吉久正
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  	３６番
  	黒潮隆
  	４０番
  	金城幸信
 

 
  	３７番
  	浦崎康華
  	４１番
  	儀間真祥
 

 
  	３８番
  	備瀬知良
  	４２番
  	屋慶名政永
 

 
  	３９番
  	新垣松助
  	４３番
  	真栄田義晃
 

 
  	４５番
  	普久原朝光
  	
  	
 




１、欠席議員


 
  	１９番
  	大城清徳
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  	総務課長
  	宮平勝哉
 

 
  	助役
  	仲原英通
  	財政課長
  	宜野座朝恭
 

 
  	助役
  	義永栄善
  	水道第一
  	国吉長成
 

 
  	
  	
  	課長
 

 
  	総務部長
  	崎浜国広
  	水道第二
  	高良安哲
 

 
  	
  	
  	課長
 

 
  	経済民生
  	阿波連本平
  	区画整理
  	翁長助栄
 

 
  	部長
  	課長
 

 
  	建設部長
  	大城龍太郎
  	
  	
 




１、事務局職員出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
  	書記
  	山城正信
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	〃
  	長嶺善勇
 

 
  	〃
  	比嘉朝興
  	雇
  	徳村政保
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１、会議録署名人
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  	議長
  	高良一
 

 
  	署名議員
  	真栄田義晃
 

 
  	署名議員
  	比嘉佑直
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